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本
市
の
「
桜
京
古
墳
」、
宮
若

市
の
「
里
古
墳
」、
桂
川
町
の

「
王
塚
古
墳
」、う
き
は
市
の「
日

ノ
岡
（
ひ
の
お
か
）
古
墳
」、「
重

定
（
し
げ
さ
だ
）
古
墳
」
の
５

基
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。「
里

古
墳
」
を
除
き
、
い
ず
れ
も
石

室
内
に
装
飾
を
持
つ
有
力
者
の

墓
で
す
。豪

華
な
副
葬
品

　
副
葬
品
の
馬
具
の
中
に
は
、

沖
ノ
島
の
祭
祀
（
さ
い
し
）
遺

跡
や
韓
国
昌
寧
末
吃
里
（
し
ょ

う
ね
い
ま
つ
き
つ
り
）
遺
跡
で

出
土
し
た
馬
具
に
よ
く
似
た
も

の
が
見
つ
か
り
、
新
羅
（
し
ら

墓
の
主
は
…

　
石
棚
を
持
つ
古
墳
の
被
葬
者

は
、
類
例
か
ら
、
か
な
り
の
有

力
者
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
ま

す
。

　
特
に
、
新
羅
系
の
馬
具
は
珍

し
く
、
同
古
墳
の
す
ぐ
後
の
時

期
に
造
ら
れ
た
相
原
２
号
墳
か

ら
も
、
新
羅
土
器
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
完
形
品
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、刀
、鉾
、鏃
、鎧
、

冑
の
武
具
が
一
通
り
そ
ろ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
朝
鮮

半
島
や
中
国
大
陸
と
の
交
流
が

あ
り
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
つ
な

が
り
を
持
つ
人
物
で
、
副
葬
品

か
ら
、
武
人
と
し
て
の
性
格
が

強
い
人
物
で
あ
っ
た
と
想
定
さ

れ
ま
す
。

（
文
化
財
職
員
・
坂
本
雄
介
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
交
流
課

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
）

☎
（
62
）
２
６
０
０

ぎ
）
製
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
金
銅

製
馬
具
、
金
銅
製
刀
装
具
、
鉄

製
の
小
札
鎧
（
こ
ざ
ね
よ
ろ

い
）、
冑
（
か
ぶ
と
）、
刀
、
鉾

（
ほ
こ
）、
鏃
（
ぞ
く
）、
メ
ノ

ウ
製
切
子
玉
（
き
り
こ
だ
ま
）、

コ
ハ
ク
製
棗
玉（
な
つ
め
だ
ま
）

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
副
葬
品
は
、
市
内
か
ら

の
出
土
例
も
少
な
く
、
貴
重
な

も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
副
葬
品
か
ら
、
６

世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
古
墳
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

学びの里

第28回

相そ
う

原ば
る

古
墳

〜
ム
ナ
カ
タ
の
武
人
〜

市
内
最
大
の
前
方
後
円
墳

　
相
原
古
墳
は
、
河
東
の
薄
牧

場
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
周

辺
か
ら
は
古
墳
の
盛
土
の
一
部

し
か
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
実
は
、
こ
の
古
墳
は
市
内

最
大
の
前
方
後
円
墳
で
し
た
。

　
東
海
大
学
付
属
第
五
高
校
の

歴
史
ク
ラ
ブ
が
昭
和
47
年
、
墳

丘
の
測
量
を
実
施
し
た
結
果
、

墳
丘
の
残
存
長
は
62
㍍
、
前
方

部
約
32
㍍
、
後
円
部
直
径
約
30

㍍
、
高
さ
は
９
㍍
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
墳
丘
は
、
造
成
工

事
で
削
ら
れ
ま
し
た
が
、
石
室

を
か
ろ
う
じ
て
覆
う
規
模
で

残
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
的
な
石
室

　
相
原
古
墳
の
石
室
（
せ
き
し

つ
）
を
、
福
岡
教
育
大
学
の
波

多
野
睆
三
（
か
ん
ぞ
う
）
先
生

が
、
昭
和
46
年
に
調
査
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
23
年
に
市

65
㍍
と
大
き
な
石
室
で
、
天
井

高
は
、
現
在
、
市
内
で
確
認
さ

れ
て
い
る
古
墳
の
中
で
１
番
の

高
さ
で
す
。

数
少
な
い
石
棚
を
持
つ
古
墳

　
現
在
、
県
内
で
「
石
棚
」
を

持
つ
古
墳
は
、
約
25
基
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。宗
像
地
域
で
は
、

本
市
の「
平
等
寺
瀬
戸
１
号
墳
」

「
桜
京
古
墳
」、
福
津
市
の
「
勝

浦
高
原
５
号
墳
」、「
新
原
・
奴

山（
ぬ
や
ま
）34
号
、44
号
墳（
国

史
跡
津
屋
崎
古
墳
群
内
）」、
の

５
基
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
25
基
の
う
ち
、
県
内
で
「
石

棚
」
を
持
つ
前
方
後
円
墳
は
、

相原古墳石室実測図

標高

標高

標高

標
高

標
高

標
高

標
高

後室奥壁

石室入口

現在の相原古墳の墳丘

石棚

教
育
委
員
会
が
追
加
調
査
し
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
大
き
な
「
石
棚

（
い
し
だ
な
）」
と
呼
ば
れ
る
、

死
者
を
埋
葬
す
る
区
画
を
覆
う

施
設
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
石
室
は
、
使
用
さ
れ
て
い

る
石
材
が
巨
石
化
し
て
、「
後

室
（
こ
う
し
つ
）」
よ
り
や
や

小
さ
な
「
前
室
（
ぜ
ん
し
つ
）」

を
持
つ
、
複
室
構
造
の
横
穴
式

石
室
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
石
室
の
現
存
長
は
８
・

62
㍍
、
後
室
の
天
井
高
は
４
・


